
“人とひと”がつながる「いいまち・東浦」

▼名称:社会福祉法人東浦町社会福祉協議会
指定管理の期間:R6年４月１日～R11年３月３１日まで

【指定管理者制度とは】

・多様化する住民ニーズに効果的、効率的に対応するため公共施設の管理に

民間のノウハウを活用しながら、住民サービスの向上と経費の節減を目的としています。

▼結婚新生活支援補助金
・補正予算金額 :３９０万円 ※R5年度当初予算３９０万円

【結論】

・結婚に伴う経済的負担を軽減するため、新生活のスタートアップに係る費用（住宅取得
費用、住宅賃借費用、リフォーム費用、引越費用）を補助することで地域少子化対策重

点支援につながる。

森 やすひろ
活動レポート VOL.4

令和6年1月吉日

東浦豊幸会

【事務局】
刈谷市宝町8－1

℡:0566ｰ24ｰ5848

元気・もりもり・活動中

いつも大変お世話になっております。東浦町議会議員の森やすひろです。
旧年中は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。12月議会の議案として「東浦町職員の勤務

時間、休暇等に関する条例の一部改正」他を審議。一般質問では登壇し「交通事故・犯罪のない

まちを目指した取り組みについて」他、執行部と議論した内容を報告させていただきます。

本年も元気!もりもり!森やすひろへ変わらぬご支援何卒宜しくお願い申し上げます。

地域の困りごと、町政に関するご意見・ご要望などがございましたらお気軽に「くらしの相談」「くらしの窓口」へ連絡ください。

日々の活動報告はFacebookでご覧ください

森 靖広

〒470ｰ2102

東浦町緒川字下婦夫坂1-1    ㈱豊田自動織機 東浦工場内 相談室

電話:0562-85-0261 メール:yasuhiro.mori@tiwu.or.jp

▼働き方改革 施行開始日:R６年４月１日
・町職員、小学１～３年生の子供を育てる職員が取得できる「子育て部分休暇」制度を新設。

【ねらい】

・仕事と育児の両立を支援する。

【制度】

・「地方公務員の育児休業等に関する法律」で小学校入学前までに認められた

１日最大２時間の「部分休業」の拡大を拡充する。

【結論】

・年間数人の職員さんが育児を理由に退職されている現状をふまえ

ワークライフバランス、子育てしながら働きやすい環境づくりを推進する。

【取得条件】

始業後２時間または終業前２時間

３０分単位で取得可能

時短勤務
東浦町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

一般会計補正予算

人気の補助金制度です!

好評につき増額

指定管理者の指定について 東浦町福祉センター

東浦町社会福祉協議会ＨＰ

「あんき」に暮らせるまち東浦

の実現にむけて!



12月議会　一般質問　登壇日時:12月6日（水）9時10分～10時

質問:策定後、１５年経過したが施策や取り組みの実績は?

回答:大府市と連携し、健康づくり、医療、福祉、農と食、新産業育成の取り組みを実施してきた。

具体的な取り組みとして、①ヘルスケア産業の育成、②交流にぎわいの創出、③土地の利用

の３本柱で進めてきた。

一般質問

YouTube配信中【質問の趣旨】 ウェルネスバレーの知名度を広く、より社会へ普及させていくためには

ウェルネスバレー構想の今後について

議会での議案等の審議結果については、東浦町ホームページにてご確認ください 👉👉👉

【質問の趣旨】 交通事故のないまちづくりについて

👈👈👈 森 やすひろ 過去の活動レポートはこちらをご覧ください ※全トヨタ労連HP内

交通事故・犯罪のないまちを目指した取り組みについて

【質問の趣旨】 「STATION Ai パートナー拠点」 ▼R5年9月21日 県と相互・協力に関する覚書締結について

質問:今回の締結により本町として目指す姿があるか?

回答:日本最大のスタートアップ支援拠点「STATION Ai」（下図参照）の力を借り、スタートアップ等の企業と行政が

共に地域課題を解決していく仕組みづくりを推進していく。また、年を重ねることに幸せを感じられる

「幸齢社会」の実現を目指すウェルネスバレー構想の推進につなげていく。

質問:締結により住民サービスとしてどのように反映させるのか?

回答:即座に住民サービスに反映させることは難しいが2024年10月名古屋市昭和区に

開業予定のSTATION Aiと連携し、開業を契機としたイベントを実施していきたい。

質問:交通事故の未然防止策として危険個所の洗い出し、ヒヤリハット情報を収集するデジタルツール導入の検討は?

回答:半田警察署から提供される交通事故データを統合型ＧＩＳに登録することで交通事故発生地点を

確認できるよう庁舎内で共有している。今後は住民に対し交通事故マップ等を示せるよう検討していく。

質問:事故未然防止策として「ゾーン３０」を導入する際の課題は何があり、何を解決すれば運用できるか?

回答:課題は対象区域住民の合意が必要になること。解決策として、対象区域の住民や自治会等の理解を得るために

ゾーン30導入時のメリット、デメリットを明確にするとともに、区域の交通状況の問題を把握し、導入による効果を明確にしておく。

【質問の趣旨】 暮らしを守るまちづくりについて

質問:防犯対策として、個人財産を守るという観点から、個人宅や集合マンションへ屋外防犯カメラの設置、自動車盗難防止対策

として補助金を出す考えはなかったか?

回答:個人宅に対して今は補助金を出す考えはない。しかし、2024年度より「特殊詐欺対策機器購入」のための補助金制度検討中。

新興企業の支援拠点「ステーションAi」（名古屋市）

と一緒に地域課題を解決する仕組みづくりを目指す。

〈所感〉

産官民が一緒になって行う新しい事業が魅力的で質問した。「幸齢社会」というキーワードがあるように、「ウェルネス」とは、人々が今よりも積極

的で創造的かつ高度な心身の健康状態を獲得しそれを維持発展させていく。生活活動全体を意味する健康概念です。ウェルネスバレー・・名前の

由来はアメリカのシリコンバレーになぞったもの。シリコンバレーに負けず劣らずグローバルな視点で情報発信して欲しい。

交通事故では、未然防止がどれだけ出来るのかという切り口で質問した。事故の危険個所を認識する、認識したなら対策を講じる、住民を巻き

込んで実施する、事故を未然に防ぐ方法がゾーン３０だと思う。ハインリッヒの法則 「３００件のヒヤリの上に２９件の軽微な事故、ピラミッドの

上部１件は重大な事故」があるということを忘れてはいけない。また、犯罪のないまちでは、立地場所、生活環境、生活弱者がいる中で、自助だけ

では厳しく、公助も必要だと感じ、大きな視点で質問した。引き続き、民間企業で養った視点を持ち提案していきます。

【情報共有】 日髙町⾧の政策指針 11月30日 ロードマップ発表

「東浦町をアップデート!～ここから、未来へ～」
Challenge! ☆誰もがチャレンジできるまちに

Happy! ☆すべての人が健康に楽しく過ごせるまちに

Smile! ☆子供の笑顔があふれるまちに

町HP内にある

町⾧政策指針リンク先 👆👆👆
～ロードマップ詳細～

・・・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・


